
豊橋市立岩西小学校いじめ防止基本方針

１ いじめの定義

「いじめ」とは，児童に対して，該当児童が在籍する学校に在籍している等，該当児童と

一定の人間関係(※１)にある他の児童が行う心理的又は物理的な影響(※２)を与える行為

(インターネットを通じて行われるものを含む)であって，当該行為の対象となった児童が心

身の苦痛を感じているものをいう。

※１ 「一定の人間関係」とは，学校の内外を問わず，同じ学校・学級や部活動，塾，スポーツ

クラブ等の該当児童がかかわっている仲間や集団の中の人的関係を指す。

※２ 「物理的な影響」とは，身体的な影響のみならず，金品をたかられたり，隠されたり，嫌

なことをさせられたりすること等を意味する。

≪いじめの様態の例≫

・ 冷やかしやからかい，悪口や脅し文句，嫌なことを言われる。

・ 仲間はずれ，集団による無視をされる。

・ 軽くぶつかられたり，遊ぶふりをして叩かれたり，蹴られたりする。

・ ひどくぶつかられたり，叩かれたり，蹴られたりする。

・ 金品をたかられる。

・ 金品を隠されたり，盗まれたり，壊されたり，捨てられたりする。

・ 嫌なことや恥ずかしいこと，危険なことをされたり，させられたりする。

・ パソコンや携帯電話等で，誹謗中傷や嫌なことをされる 等

「いじめの防止等のための基本的な方針」＜平成 25年 10月 11日文部科学大臣決定＞より

２ いじめの理解

(1) いじめはどの集団にもどの児童にも起こり得る問題である

友人関係におれる双方の力関係のバランスが崩れると，「遊び・ふざけ」が「いじめ」へ変わ

ったり，多くの児童が入れ替わりながらいじめを繰り返したりする。また，「暴力を伴わないい

じめ」であっても，何度も繰り返されたり，多くの者から集中的に行われたりすることで，「暴

力を伴ういじめ」と同様，生命又は身体に重大な危険を生じさせることもある。

(2) いじめの４層構造や，児童の人間関係を踏まえた指導が必要である

日頃から，学級や部活動等の所属集団に存在する人間関係の序列化やグループ化など，構造上の

問題を十分踏まえておく必要がある。その上で，いじめの「加害者」「被害者」という関係だけでな

く，「観衆」としてその周りでいじめ行為をはやし立てたりおもしろがったりする者や，「傍観者」

として見て見ぬふりをして黙っている者等，いじめの構造的な人間関係にも注意を払う必要がある。

いじめの４層構造
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(3) 常に重大事態を想定して指導にあたる

いじめは大人が見えにくいところで行われていることが多いことから，いじめが発見，認知さ

れたときには，すでに重大な事態に至っている可能性があることを十分に理解した上で対処する

ことが大切。

(4) 特別な教育的配慮が必要な児童の背景を理解して指導にあたる

発達障害のある児童やその疑いのある児童，特別支援学級に在籍している児童，または外国人

児童等がいじめを受けたりする場合がある。これらの児童は，その特性から自分の気持ちをうま

く伝えることや相手の気持ちを理解することを苦手とする場合があるために，周囲から理解され

ずに孤立し，いじめと認定されにくいことがある。また，家庭の状況等からいじめにつながる場

合も想定していなければならない。

こうした教育的配慮が必要な児童の背景を十分理解した上で適切に対処する必要がある。

(5) 児童をとりまく大人が確かな人権感覚を備えた言動を心がける

「性的マイノリティ」である児童や，見かけや憶測からいわゆる「ＬＧＢＴ」のようだとされ

る児童に対して，いじめの対象にならないよう慎重な配慮が必要。こうした児童は自身の状態を

秘匿し，表面的にはその特性が認知されにくい場合が多いことを踏まえ，大人が確かな人権感覚

をもち，偏見をなくすとともに，大人から性別に関わる冗談やからかいを慎むよう心がける必要

がある。

３ いじめ防止等の基本的な考え方

すべての子どもたちが安心して生活を送ることができるよう，いじめ根絶に向け，社会全体

で取り組むために以下のとおり基本理念を定める。

いじめをしない・させない・見逃さない

いじめは，いじめられた児童の心身に深刻な影響を及ぼす許されない行為である。また，ど

の児童も被害者にも加害者にもなりうる。これらの基本的な考えを基に，教職員が日頃から些細

な兆候を見逃さないよう早期発見に努めるとともに，学校全体で組織的かつ迅速に対応していく。

何より学校は，児童が教職員や周囲の友人との信頼関係の中で，安心・安全に生活できる場で

なくてはならない。児童一人一人が大切にされているという実感をもつとともに，互いに認め合

える人間関係をつくり，集団の一員としての自覚と自信を身につけることができる学校づくりに

取り組んでいく。そうした中で，児童が自己肯定感や自己有用感を育み，仲間と共に人間的に成

長できる魅力ある学校づくりをすすめる。また，児童・保護者との相談体制の強化に努め，家庭

と学校が連携して指導に当たるようにする。



４ いじめ防止対策組織

この組織としては，「生活サポート委員会」がその役割を担う。いじめのささいな兆候や懸念，児

童からの訴えを，特定の教員が抱え込むことのないよう組織として対応する。

(1) 生活サポート委員会の構成メンバー

校長，教頭，教務主任，校務主任，生活サポート主任，生徒指導主任，養護教諭，学年主任，

道徳教育推進教師

必要に応じて，スクールカウンセラー，教育相談員等，外部組織や専門家と連携。

(2) 生活サポート委員会の役割

① 「豊橋市立岩西小学校いじめ防止基本方針」に基づく取り組みの実施と進捗状況の確認

・ 学校評価アンケートを行い，学校におけるいじめ防止対策の検証を行い，改善策を検討

していく。

② 教職員への共通理解と意識啓発

・ 年度初めの職員会議で「学校いじめ防止基本方針」の周知を図り，教職員の共通理解を図る。

・ 毎月の「生活サポート全体会」において，気になる児童や支援の必要な児童について情

報交換を行ったり，対応を話し合ったりすることで，全職員で共通理解を図り，歩調を合

わせた指導・対応に心がける。必要に応じて，臨時に関係職員での「生活サポート委員会」

を開き，対応について話し合う。

・ 「生活アンケート」や教育相談の結果の集約，分析，対策の検討を行い，実効あるいじ

め防止対策に努める。

③ 児童や保護者，地域に対する情報発信と意識啓発

・ 学校だよりや学級だより，ホームページ等を通して，いじめ防止の取り組み状況や学校

評価結果等を随時発信する。

④ いじめに対する措置（いじめ事案への対応）

・ いじめがあった場合，あるいは，いじめの疑いがあるとの情報があった場合は，正確な

事実の把握に努め，問題の解消にむけた指導・支援体制を組織する。

・ 事案への対応については，「生活サポート委員会」を中心に，学校体制で迅速かつ効果的

に対応する。また，必要に応じて，外部の専門家，関係機関と連携して対応する。

・ 問題が解消したと判断した場合も，その後の児童の様子を見守り，継続的な指導・支援を行う。
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５ いじめの防止等に関する具体的な取り組み

(1) いじめの未然防止

・ いじめの背景にあるストレス等の要因に着目し，すべての児童が安心感を抱き，自己肯定感や

自己有用感を感じられる，「居場所づくり」「絆づくり」を意識して教育活動を展開する。

・ 「わかる授業」づくりに努め，児童の個性や能力に応じた教育活動を展開することにより，

いじめを生まない人間関係や学校風土をつくる。

・ 道徳教育や人権教育を軸に，様々な教育活動を通して，仲間づくりを行い，思いやりの心

を育成する。

・ 互いを認め合い，高め合う温かい学級集団づくりに取り組む。児童たちが主体的に取り組

める活動を展開し，達成感を味わったり成功体験を味わったりすることで，自己肯定感や自

己有用感，自他を尊重する態度を育成する。

・ 児童に「いじめは絶対に許さない」という強い信念をもたせることで，いじめをやめさせ

たいと思う心を育み，児童の自主的，主体的な活動による「自浄力」を高める。

・ 「性的マイノリティ」とされる児童は，自身の状態を秘匿している場合が多いことを踏まえ，教

職員が確かな人権感覚をもち，偏見をなくすとともに，性別に関わる冗談やからかいを慎む。

(2) いじめの早期発見

・ 児童の心身の状況や変化を適切につかむ健康観察を行う。また，児童との日常の交流を大

切にし，日記や連絡帳，個人面接，休み時間中の雑談等，日頃から児童に寄り添う姿勢をも

ち続けるよう努め，児童や保護者との信頼関係を築く。

・ 教職員が学校生活のあらゆる場面において一人一人の児童を見守り，情報を共有する。そ

のため，学校内での日頃の情報共有を大切にし，報告・連絡・相談・確認を重視する。

・ 生活アンケート（年８回）や教育相談（年２回）を定期的に実施し，児童生徒の小さなサ

インを見逃さないように努める。

・ 定期的な面接だけでなく，教職員が常に児童の話に耳を傾ける姿勢を保ち，養護教諭やス

クールカウンセラー等を含め，児童が相談したいときにすぐに応えられるよう，校内の教育

相談機能の向上に努める。

・ 児童の発達段階に応じて教科，特別活動，総合的な学習の時間等を活用して行う情報モラ

ル教育の充実に向け，研修会などを実施する。また，インターネットやＳＮＳによるいじめ，

下校後のいじめなど，見えにくいいじめにも注意を払う。さらに，地域から情報が得られる

ような大切を構築し，いじめの早期発見に役立てる。

・ ６年生が実施する「ハイパーＱＵ」の検査結果をもとに，「生活サポート委員会」を開き，

検査結果から，支援が必要な児童の特定と支援方法について検討する。

・ 校内相談室（フレンドルーム）を設置し，相談箱を設けるなど，児童生徒が相談しやすい

環境を整える。

・ 外部の相談窓口の紹介，周知を図る。

(3) いじめに対する措置

・ いじめを認知したら，特定の教職員で抱え込むことなく，速やかに「生活サポート委員会」

を開き，組織で対応する。その場合には，多方面からの情報を収集，整理することにより全

体像を把握し，解決に向けた手順と方針を決定し，共通理解を図る。そして，いじめを受け

た児童の支援と，いじめを行った児童の指導を分担し，継続される支援・指導が，担任など



特定の教職員へ負担がかからないよう留意する。

いじめを受けた児童への支援 いじめを行った児童への指導

・もっとも信頼関係ができている教職員が対

応し，「最後まで絶対に守る」という意思

を伝える。

・児童の意向を汲みながら，学校生活の具体

的プラン（登下校の方法等）を立てる。

・心のケアや登下校・休み時間の見守り等，

安全で安心できる環境づくりに努める。

・事態の深刻さを認識させ，いかなる事態が

あっても，いじめは絶対に許さないことを

伝える。

・安易な謝罪ですませず，相手の心の痛みを

理解させ，誠意をもって心から謝罪できる

ように指導する。

・いじめに至った要因や背景を踏まえ，立ち

直りに向けた教育活動や指導を継続的に行

い，自らの生き方をじっくり考えさせる。

・ いじめを通報・相談した児童のプライバシーを確実に守る。勇気をもって教職員にいじめ

を通報・相談した児童の行動を認め，いじめを通報・相談してきた児童の安全を確保するた

めの取り組みを徹底する。

・ 周囲の児童に対しては，自分たちのこととして問題をとらえさせ，いじめの傍観者になら

ず，いじめ問題の解決に向けた一歩を踏み出す勇気がもてるようにする。

・ 校内の組織や教職員だけでなく，保護者の理解，協力を得ながら対応するとともに，関係

機関との連携も視野に入れて対応する。

６ 重大事態への対処

(1) 重大事態の定義

「いじめによる重大事態」とは，「いじめにより学校に在籍する児童の生命，身体又は財

産に重大な被害が生じた疑いがあると認める場合」や「いじめにより当該学校に在籍する児

童が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認める場合」をいい，

以下のような場合が考えられる。

・児童が自殺を企図した場合

・身体に重大な傷害を負った場合

・金品等に重大な被害を被った場合

・精神性の疾患を発症した場合

(2) 重大事態への対応

・ 学校は，重大事態が発生した場合，直ちに教育委員会に報告する。

・ 学校又は教育委員会は，事実関係を明確にするための調査を行う。

・ 学校は，いじめを行った児童への指導を行い，いじめ行為を止めさせる。いじめを受け

た児童及びいじめを行った児童に対し，状況に合わせた継続的なケアを行い，学校生活復

帰のための支援や学習の支援を行う。

・ 学校又は教育委員会は，調査により明らかになった事実関係について，いじめを受けた

児童やその保護者に対して説明する。この際，関係者の個人情報に十分配慮し，適切に提

供する。



(3) 重大事態の調査

調査にあたっては，重大事態にいたる要因となったいじめ行為が，いつ（いつ頃から），どこ

で，誰から行われ，どのような態様であったか，いじめを生んだ背景や児童の人間関係にどの

ような問題があったか，学校・教職員がどのように対応したかなど，客観的な事実関係を可能

な限り網羅的に明確にする必要がある。

① いじめを受けた児童からの聞き取りが可能な場合

いじめを受けた児童から情報を十分に聞きとるとともに，必要に応じて在籍児童や教職

員に対し質問紙調査や聞き取り調査を行う。一方，いじめを行った児童にも聞き取りを行

い，双方の聞き取り内容に基づき，事実を特定する。

② いじめを受けた児童からの聞き取りが不可能な場合

いじめを受けた児童の保護者の要望・意見を十分に聞きとるとともに，今後の調査につい

て迅速に保護者と協議し，在籍児童や教職員に対する質問紙調査や聞き取り調査により，で

きる限り多くの情報を集め，客観的な事実を明らかにする。

(4) いじめを受けた児童及びその保護者への対応

① いじめを受けた児童への支援

重大事態に関わるいじめを受けた児童は，心身ともに大きな傷を負っていることが考えら

れることから，まず，該当児童の心の安定，身体の安全を確保することに全力で取り組む。

その後，心身に負った傷の回復に向けて支援するとともに，安心して学校生活を送ることが

できるように支援する。

・ 登校できていない場合には，家庭を訪問して，学級担任や養護教諭，スクールカウン

セラー等によって，心情を粘り強くていねいに傾聴する。

・ いじめに関わる事実関係を明らかにするための聞き取りを丁寧に行い，解決に向けて，

該当児童の意向を踏まえながら，望ましい解決方法をともに検討する。

・ 安心して生活できる場や時間など，学習・生活環境を確保する。

・ 不安を取り除き，心の安定を確保するために，スクールカウンセラーや臨床心理士に

よる心のケアを行う。

② いじめを受けた児童の保護者への対応

当該児童の保護者については，重大ないじめを受けたわが子の心身に対する心配や，わが

子の重大ないじめを受けたことに対する怒り，いじめを行った児童やその保護者への不信感

などを強く抱いていることが考えられる。このような保護者の心情を察しながら，該当児童

の心身の安定に努め，対応や支援を行う。

・ 学校の管理下で重大事態が発生した場合は，事実を真摯に受け止め，対処に向けて最

善を尽くすことを伝える。

・ いじめの解決に向けて，保護者の意向を丁寧に聞き取り，望ましい解決方法をともに

検討する。

・ 当該児童の支援を行いながら，「いじめ防止対策組織」で専門医療機関等への受診が必

要と判断された場合には，保護者に受診を勧める。

・ 保護者自身が不安を抱いている場合，教育相談員や臨床心理士の活用を勧めるなど，

市の相談窓口を通じて関係機関との連携を図る。



(5) いじめを行った児童及びその保護者への対応

① いじめを行った児童への指導

いじめを行った児童に対しては，その行為が決して許されない行為であったことを十分認識さ

せ，決して繰り返さないよう指導する。その際，いじめを受けた児童の立場になり，相手の心の

痛みを推測させることによって，自己の行為の重大さを実感させ，深い反省の上に立って再発防

止を自ら誓うことができるようにする。また，スクールカウンセラーや臨床心理士による面談を

受けさせながら，本人の心の弱さを受け止め，心情に寄り添いながら指導することにより，本人

の心からの反省を促すとともに，その後の学校生活への前向きな姿勢を引き出していく。

② いじめを行った児童の保護者への対応

当該児童の保護者に対しては，いじめに関する一連の事実を丁寧に伝え，その行為の重大さを

当該児童とともに認識してもらうことで，解決に向けた道筋を示して，保護者の協力を求める。

その後，児童への接し方や保護者としての役割について，適切に助言する。

(6) いじめによる重大事態への対処に関するフローチャート図

「学校いじめ防止基本方針」に基づいた対応

いじめ防止対策組織
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